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去
る
６
月
17
日
に
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
請
願
２
件
、
陳
情

４
件
に
つ
い
て
、
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

審
査
結
果

　

請
願
第
１
号
及
び
請
願
第
２
号
は
採
択
。

陳
情
第
５
号
か
ら
第
７
号
及
び
陳
情
第
９
号

は
不
採
択
。

主
な
意
見

●
請
願
第
１
号

　
「
今
国
際
的
に
日
本
の
教
育
予
算
は
非
常

に
低
い
。
豊
か
な
教
育
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、
本
請
願
に
賛
成
し
た
い
」
と
の
意
見
や

「
請
願
内
容
に
つ
い
て
反
対
す
る
理
由
が
な

い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

●
請
願
第
２
号

　
「
現
在
の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を

そ
の
ま
ま
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

●
陳
情
第
５
号

　
「
市
の
保
育
行
政
は
、
官
民
一
体
と
な
り

総
務
常
任
委
員
会

問　

国
民
健
康
保
険
税
の

均
等
割
と
平
等
割
の
市
独

自
の
引
き
下
げ
に
伴
う
影

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
　
山

田

繁

子

副
委
員
長
　
佐
久
間

久

良

委
　
　
員
　
小

倉

利

昭

委
　
　
員
　
北

田

宏

彦

委
　
　
員
　
花

澤

房

義

委
　
　
員
　
黒

須

俊

隆

　

去
る
６
月
17
日
に
産
業
建
設
常
任
委
員
会

を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
２
件
に
つ
い

て
、
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
結
果

　

議
案
第
４
号
及
び
議
案
第
５
号
は
原
案
可

決
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
４
号

問　

本
制
度
で
融
資
を
う
け
た
場
合
、
金
利

は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

答　

本
年
度
は
、
貸
付
期
間
が
３
年
以
内
は

２
％
、
５
年
以
内
は
２
．
１
％
、
７
年
以
内

は
２
．
２
％
、
10
年
以
内
は
２
．
４
％
で
す
。

問　

本
制
度
の
過
去
の
実
績
は
。

産
業
建
設

常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
田
　
辺
　
正
　
弘

副
委
員
長
　
前
之
園

孝

光

委
　
　
員
　
石
　
渡
　
登
志
男

委
　
　
員
　
堀

本

孝

雄

委
　
　
員
　
倉
　
持
　
安
　
幸

　

去
る
６
月
16
日
に
総
務
常
任
委
員
会
を
開

催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
２
件
、
陳
情
１
件

に
つ
い
て
、
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
結
果

　

議
案
第
２
号
及
び
議
案
第
３
号
は
原
案
可

決
、
陳
情
第
８
号
は
不
採
択
。

主
な
質
疑

●
議
案
第
２
号

問　

も
と
も
と
予
算
が
約
６
千
万
円
だ
っ
た

津
波
避
難
タ
ワ
ー
建
設
費
が
、
今
回
約
１
億

円
に
な
っ
た
理
由
は
。

答　

今
回
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
は
、
ス
ロ
ー

プ
を
設
置
す
る
な
ど
以
前
と
構
造
が
異
な
る

た
め
事
業
費
が
増
え
て
い
る
。

問　

高
知
県
や
国
土
交
通
省
が
作
成
し
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
高

さ
は
、
津
波
の
想
定
浸
水
深
に
加
え
て
２
ｍ

か
ら
４
ｍ
と
あ
る
が
、
今
回
の
設
計
が
６
ｍ

な
の
は
な
ぜ
か
。

答　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
想
定
浸
水
深
に

対
し
、
タ
ワ
ー
に
つ
い
て
は
２
ｍ
か
ら
４

ｍ
、
ビ
ル
に
つ
い
て
は
想
定
浸
水
深
に
相
当

す
る
階
に
２
を
加
え
た
階
と
い
う
余
裕
高
を

設
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

本
設
計
で
は
よ
り
安
全
を
確
保
で
き
る
想
定

浸
水
深
に
相
当
す
る
階
に
２
を
加
え
た
階
、

つ
ま
り
６
ｍ
を
加
え
た
高
さ
を
津
波
避
難
タ

ワ
ー
の
高
さ
と
し
た
。

●
議
案
第
３
号

議
会
運
営
委
員
会

立
過
程
を
知
る
の
は
当
然
の
こ

と
」
と
の
意
見
や
、「
議
会
は

積
極
的
に
情
報
を
公
開
す
べ

き
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

去
る
６
月
16
日
に
議
会
運
営
委
員
会
を
開

催
し
、
付
託
さ
れ
た
陳
情
１
件
に
つ
い
て
、

慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
結
果

　

陳
情
第
４
号
は
採
択
。

主
な
意
見

●
陳
情
第
４
号

　
「
市
制
後
、
議
案
が
委
員
会
に
付
託
さ
れ

審
議
し
て
い
る
。
市
民
と
し
て
議
案
の
成

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
倉
　
持
　
安
　
幸

副
委
員
長
　
前
之
園
　
孝
　
光

委
　
　
員
　
小
金
井
　
　
　
勉

委
　
　
員
　
田
　
辺
　
正
　
弘

委
　
　
員
　
堀
　
本
　
孝
　
雄

委
　
　
員
　
佐
久
間
　
久
　
良

委
　
　
員
　
黒
　
須
　
俊
　
隆

響
額
の
補
填
に
つ
い
て
は
、
国
の
支
援
金
を

充
て
た
の
か
、
そ
れ
と
も
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
の
運
営
状
況
を
考
慮
し
た
の
か
。

答　

税
制
改
正
に
伴
い
検
討
を
行
っ
て
き
た

中
で
、
国
の
支
援
金
に
よ
り
基
金
も
増
加
し

て
お
り
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
若
干

の
余
裕
が
見
込
め
た
こ
と
か
ら
、
今
回
は
市

独
自
の
均
等
割
と
平
等
割
の
引
き
下
げ
を

行
っ
た
。

主
な
意
見

●
陳
情
第
８
号

　
「
安
保
法
制
に
つ
い
て
は
一
貫
し
て
賛
成

し
て
き
た
の
で
、
そ
の
施
行
に
強
く
抗
議
す

る
本
陳
情
に
つ
い
て
は
賛
同
し
か
ね
る
。
日

本
の
国
土
を
保
全
す
る
た
め
、
国
家
と
し
て

当
然
の
責
任
が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
履
行
す
べ

き
だ
」
な
ど
の
陳
情
に
反
対
の
意
見
や
、「
安

保
法
制
は
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
も
の

で
あ
り
、
憲
法
９
条
に
違
反
す
る
と
歴
代
の

内
閣
法
制
局
長
官
な
ど
も
述
べ
て
い
る
。
こ

の
陳
情
は
妥
当
な
も
の
だ
」
な
ど
の
陳
情
に

賛
成
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

平成28年市議会第３回定例会会期日程(案）
月日 曜日 摘　　要

9/2 金
第３回定例会　開会
行政事務報告、
議案上程ほか

6 火 一般質問
7 水 一般質問
8 木 一般質問

13 火 議案質疑・委員会付託
総務常任委員会

14 水 文教福祉常任委員会
産業建設常任委員会

15
16
20

木
金
火

決算特別委員会

29 木
第３回定例会　閉会
委員会審査報告、
採決ほか

※上記は予定であり、変更となることもあります。
※第３回定例会で審査する請願・陳情は、８月25日（木）
午後５時まで受け付けています。

　

６
月
６
日
に
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
会
公
用
車
や
議
員
報
酬
・
政
務
活

動
費
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し

た
。

　

議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
市
特
別
職

の
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に
沿
っ
て
改

定
す
る
こ
と
を
全
会
一
致
で
決
定
し
ま

し
た
。 議

会
改
革

推
進
協
議
会

議
会
改
革
推
進
協
議
会

委
員
長
　
岡
　
田
　
憲
　
二

副
委
員
長
　
倉
　
持
　
安
　
幸

委
　
　
員
　
森
　
　
　
建
　
二

委
　
　
員
　
小
金
井
　
　
　
勉

委
　
　
員
　
石
　
渡
　
登
志
男

委
　
　
員
　
佐
久
間
　
久
　
良

委
　
　
員
　
山

田

繁

子

委
　
　
員
　
加
藤
岡
　
美
佐
子

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
　
加
藤
岡
　
美
佐
子

副
委
員
長
　
小
金
井
　
　
　
勉

委
　
　
員
　
森
　
　
　
建
　
二

委
　
　
員
　
蛭

田

公
二
郎

委
　
　
員
　
秋
　
葉
　
好
　
美

委
　
　
員
　
宮
　
間
　
文
　
夫

上
手
く
機
能
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
一
般

財
源
化
し
て
い
る
財
源
を
直
接
補
助
制
度
に

戻
す
こ
と
に
は
慎
重
に
な
る
べ
き
」
と
の

意
見
や
、「
本
市
の
場
合
は
該
当
し
な
い
が
、

地
方
全
体
で
は
公
立
保
育
所
が
老
朽
化
、
廃

園
す
る
な
ど
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

陳
情
に
賛
成
し
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

●
陳
情
第
６
号

　
「
国
で
も
議
論
さ
れ
て
お
り
、
国
の
平
成

28
年
度
予
算
で
も
保
育
士
の
処
遇
改
善
を
図

る
た
め
の
予
算
が
既
に
計
上
さ
れ
て
い
る
」

と
の
意
見
や
、「
保
育
士
の
仕
事
は
大
変
だ

が
、
賃
金
は
労
働
者
平
均
よ
り
10
万
円
く
ら

い
安
い
。
保
育
所
が
あ
っ
て
も
保
育
士
が
い

な
い
状
況
も
あ
り
、
処
遇
を
大
幅
に
改
善
す

る
こ
と
は
非
常
に
意
義
が
あ
る
」
な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

●
陳
情
第
７
号

　
「
国
に
お
い
て
も
平
成
28
年
度
予
算
で
多

子
世
帯
の
保
育
料
の
負
担
軽
減
や
、
ひ
と
り

親
世
帯
へ
の
優
遇
措
置
の
拡
充
に
よ
り
、
保

育
料
低
減
化
が
さ
れ
て
い
る
」
と
の
意
見

や
、「
少
子
高
齢
化
の
中
で
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
め
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
も
、

保
育
料
を
低
減
化
す
る
必
要
が
あ
る
」
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

●
陳
情
第
９
号

　
「
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
方
の
気
持
ち
も

わ
か
る
が
、
国
に
お
い
て
も
難
病
・
疾
病
の

拡
充
を
進
め
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
難
病
が

あ
る
中
で
、
こ
の
一
つ
の
難
病
を
取
り
上
げ

て
市
議
会
と
し
て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

に
は
慎
重
に
な
る
べ
き
」
と
の
意
見
や
、「
難

病
指
定
さ
れ
て
い
な
い
病
気
を
抱
え
る
患
者

の
方
へ
、
救
済
の
手
を
伸
ば
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
意
見
は
当
然
で
あ
る
」
な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

答　

平
成
26
年
は
７
件
で
合
計
３
，
４
３
０

万
円
、
平
成
27
年
は
７
件
で
合
計
３
，
１
５

０
万
円
の
融
資
の
実
績
が
あ
っ
た
。

●
議
案
第
５
号

問　

条
例
の
改
正
に
よ
っ
て
、
宗
教
法
人
の

扱
い
は
変
わ
る
の
か
。

答　

宗
教
法
人
の
扱
い
に
つ
い
て
、
変
更
は

な
い
。

問　

市
内
で
宗
教
法
人
以
外
の
法
人
が
墓
地

経
営
を
し
て
い
る
事
例
は
あ
る
の
か
。

答　

市
内
で
は
宗
教
法
人
以
外
が
墓
地
経
営

を
し
て
い
る
事
例
は
な
い
。

文
教
福
祉

常
任
委
員
会

　

７
月
１
日
に
、
山
武
市
成
東
文
化
会
館

「
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
」
を
会
場
に
、
山
武
郡

市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
黒
須
俊
隆
議
員
が
自
治
功

労
者
（
在
職
10
年
以
上
）
と
し
て
表
彰
さ

れ
、
ま
た
２
年
２
カ
月
会
長
職
を
務
め
ら

れ
た
花
澤
房
義
議
員
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
法
政
大
学
法
学
部
教
授
の
廣

瀬
克
哉
先
生
の
「
議
会
基
本
条
例
10
年
を

む
か
え
て
～
こ
れ
か
ら
の
課
題
を
展
望
す

る
～
」
と
い
う
演
題
で
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

市
議
会
か
ら
は
14
名
の
議
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

第
52
回
山
武
郡
市
議
会

議
長
会
議
員
研
修
会

廣瀬克哉先生


